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調査結果に基づき、1.背景因子 2. 画像因子 3. 自覚症状の各因子聞の相関について検討した。統計処理に
おいて、二群聞の有意性の検定には x2 検定、 t 検定、多因子の解析には各因子聞の単相関係数を求め、重回帰分析に

























る o 今回、一般大衆を対象とし、腰痛検診における単純X線検査の意義を検討する目的に、 X線所見と症状との相関
の有無を中心に調査した結果、背景因子と自覚症状の関係及び、背景因子と画像因子の関係においては、互いに複数
の因子が有意に関与していた。例えば、画像所見の一因子である椎間板腔の狭小化は腰痛群に有意に発現頻度が高い
が、同時に高齢者に有意な所見でもある。つまり加齢に伴う必然的な椎間腔の狭小化と、症状発現に関与する病的な
椎間腔の狭小化が混在している可能性がある o 年齢階層別、腰痛の有無と椎問狭小出現頻度をみると、腰痛の有無に
かかわらず加齢とともに椎間狭小の出現頻度は一定の割合で増大するが、各年齢階級別にみると、いずれの年齢層に
おいても腰痛群に椎間狭小の出現頻度が高いことがわかる。つまり単なる加齢現象以外の腰痛の発現に関与する椎間
狭小の存在を示唆している。終板不整、とリにおいても同様に、背景因子にかかわらず症状に関与する因子として有
意性を認めた。各因子間において相関係数を求めると、椎間狭小と終板不整、とリ、骨腕は同時に出現する傾向がり、
終板不整ととリ、骨練、さらに分離ととリは同時に出現する傾向が認められた。これらも必然的な加齢現象が一連の
変化として同時進行している可能性と、症状出現に関与する病的状態が相互に関与した病態との両方が考えられる o
各画像因子を多変量として重回帰分析を行なった結果、変数として、椎間狭小または終板不整、とリ、腰椎前膏異常
の組み合わせによる重回帰式が腰痛との因果関係において最も有意性の高い予測式となった。線形判別関数による判
別分析を行うと、的中率は65%であった。つまり、症状と画像所見との間に、因果関係は存在するが、複数の因子を
組み合わせても、有意性に限界があることも証明された。従って、腰痛に対する腰椎単純X線検査は有用であるが、
有意な所見として評価できる幾つかの因子を組み合わせることによって診断的意義が増加することを認識すべきであ
る。
論文審査の結果の要旨
人間ドックを受診した838人を対象として、自覚症状、背景因子と腰椎単純X線所見の関係について調査した結果、
年齢や性別によって有意差を認める画像因子と、背景閃子にかかわらず症状との聞に有意性を認める画像因子が存在
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することが確かめられたD
加齢によって、椎間板腔の狭小化や骨性終板不整像などのX線所見は必然的に修飾されるが、各年齢階層別の検討
において、症状との間に有意性を認めたことは、加齢現象以外の病的現象としての画像因子の存在を示唆している。
各画像因子を多変量として重回帰分析を行なった結果、変数として、脊柱管前後径、骨線、分離のいずれも腰痛と
の聞に因果関係を認めず、一方、椎間板腔狭小化、骨性終板不整像、とリ、腰椎の前膏異常の組み合わせによる重回
帰式が腰痛との因果関係において最も有意性の高い予測式となった。
腰痛に対する単純X線検査においては、有意な所見として評価できる幾つかの因子を組み合わせることによって診
断的意義が増加することを統計的に証明したことにより、腰痛検診における X線検査の意義とともに、腰痛の予防医
学への貢献が期待できることから学位の授与に値すると考えられる。
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